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幼児（これからの世代）へ

・勝手にスマホを使わせない

・使うときには親の許可をもらうようにする

　

・使用させるコンテンツを制限する

　→年齢に応じて頭を使うコンテンツ（パズルなど）

　 →ベネッセなどの教育系サービス会社との連携



小中学生へ

・講習会を実施する

　→ゲーム形式など親しみやすい方法で

・高校生などの身近な人から、定期的に学ぶ

　→近い世代から教えられることでより自分ごとに

　



触れさせない教育ではなく
正しい触れさせ方をする教育を
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高校生（自分たち）へ

・ICTの知識、情報リテラシーなどを

　 小・中学生、高齢者など、別の世代へ教える

　→教えることで自分の知識もより深まる

・AIやSNSについて学び続けよう

　



大人の方々へ

・AIやSNSなどに関する講習をうける

　

・影響力をもつものを使って広める

　→インフルエンサー、有名人、有名キャラなど

・大人版サミットを作る→意識を高める



高齢者へ

・フィルタリング技術の開発の強化

・高校生に講習してもらう

・回覧板、病院の張り紙、チラシ等で告発

　（アナログからのアプローチ）



お気づきですか？  



全ては繋がっている！！



REVOLUTION  


